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特　

集

「明治１５０年」

②
明
治
維
新
の
魁
さ
き
が
け

　

天
誅
組

　

江
戸
時
代
の
末
期
、
外
国
勢
力
の
相
次

ぐ
来
航
や
飢き

き
ん饉
、
藩
勢
力
の
台
頭
な
ど
、

幕
府
の
権
威
は
徐
々
に
失
わ
れ
、
開
国
派

と
攘じ

ょ
う
い夷
派
の
対
立
が
深
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
攘
夷
派
は
孝
明
天
皇
の
勅
命
を
も
っ

て
幕
府
に
攘
夷
を
迫
る
た
め
、
大
和
国
へ

の
行ぎ

ょ
う
こ
う幸
を
計
画
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
合
わ
せ
て
先
に
大
和
へ
入

ろ
う
と
、
約
40
名
の
志
士
ら
が
結
集
し
た

の
で
す
。
文
久
３
年
（
一
八
六
三
）
８

月
17
日
に
、
彼
ら
は
皇こ

う
ぐ
ん軍
御ご

せ
ん
ぽ
う

先
鋒
と
称

し
、
五
條
代
官
所
の
襲
撃
を
行
い
「
五ご

じ
ょ
う條

御ご

せ

い

ふ

政
府
」
を
設
立
し
、
五
條
で
孝
明
天
皇

の
行
幸
を
迎
え
よ
う
と
企
て
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
明
治
維
新
の
魁
と
さ
れ
る
「
天

誅
組
の
変
」
で
あ
り
、
行
動
を
起
こ
し
た

志
士
が
「
天
誅
組
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

主
将
に
は
、
公
家
出
身
の
中
山
忠
光
、
総

裁
は
吉
村
虎と

ら
た
ろ
う

太
郎
・
松
本
奎け

い
ど
う堂
・
藤
本

鉄て
っ
せ
き石
の
３
名
が
つ
と
め
、
全
国
攘
夷
派
の

志
士
が
集
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
誅
組
に
は
「
晩
翠
堂
」
に
か

か
わ
っ
た
伴と

も
ば
や
し林
光み

つ
ひ
ら平
、
推し

ぎ木
村
浄
蓮
寺
の

三さ
え
ぐ
さ枝
蓊し

げ
る（
青
木
ま
た
は
市
川
精
一
郎
）、

法
隆
寺
村
煙
管
屋
の
平
岡
鳩き

ゅ
う
へ
い平
（
後
の

北き
た
ば
た
け畠
治は

る
ふ
さ房
）
が
参
加
し
て
お
り
、
伴
林
は

記
録
方
を
つ
と
め
て
い
ま
し
た
。
今
村
文

吾
は
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
天
誅
組

が
挙
兵
す
る
と
き
に
は
軍
資
金
を
送
る
な

ど
、
深
い
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
す
。

・
一
転
し
て
賊ぞ

く
ぐ
ん軍
に
・
・
・

　

天
誅
組
が
「
五
條
御
政
府
」
を
立
て
た

翌
18
日
、
攘
夷
派
が
薩
摩
藩
や
会
津
藩
な

ど
の
公こ

う
ぶ武
合が

っ
た
い体
派
に
よ
っ
て
朝
廷
か
ら
一

掃
さ
れ
、京
都
か
ら
追
放
さ
れ
た
事
件「
八

月
十
八
日
の
政
変
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
件
に
よ
り
孝
明
天
皇
は
予
定
し
て

い
た
大
和
へ
の
行
幸
を
中
止
し
、
皇
軍
御

先
鋒
の
大
義
名
分
を
失
っ
た
天
誅
組
は
、

一
夜
に
し
て
逆
賊
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、「
天
誅
組
」
は
本
陣
を
天
ノ

川
辻
、
銀ぎ

ん

峰ぶ
ざ
ん山
（
い
ず
れ
も
現
在
の
五
條

市
大
塔
町
）
と
移
し
高
取
城
や
下
市
を
襲

撃
し
ま
す
。そ
の
後
、十
津
川
郷
士
を
頼
っ

て
南
下
し
た
も
の
の
、
支
援
を
得
ら
れ
ず

退
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
志
士
ら
は

風
屋
（
現
在
の
十
津
川
村
大
字
風
屋
）
で

解
散
し
、
主
将
の
中
山
は
長
州
へ
逃
れ
ま

す
が
、
本
隊
の
総
裁
や
隊
士
た
ち
は
、
9

月
24
日~

25
日
に
現
在
の
東
吉
野
村
で

次
々
と
討
た
れ
ま
す
。

　

奮
闘
わ
ず
か
40
日
で
し
た
が
、そ
の
後
、

「
天て

ん
ぐ
と
う

狗
党
の
乱
」
な
ど
各
地
で
倒
幕
の
風

が
吹
き
荒
れ
、
天
誅
組
の
存
在
が
明
治
維

新
へ
と
世
の
中
を
大
き
く
変
え
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、「
晩
翠
堂
」
の
関
係
者
が
天

誅
組
に
加
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
吾
の
死

後
、
彼
の
思
い
を
継
承
す
る
活
動
は
途
絶

え
ま
し
た
。
文
吾
と
親
交
の
深
か
っ
た
伴

林
光
平
も
本
隊
と
は
別
に
敗
走
し
、
今
村

邸
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
す
が
、
北
田
原
村

（
現
在
の
生
駒
市
北
田
原
町
）
で
捕
え
ら

れ
、
奈
良
奉
行
所
の
獄
舎
に
送
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

奈
良
奉
行
所
の
役
人
の
中
に
光
平
の
弟

子
が
い
た
た
め
、
留
置
中
は
待
遇
も
良

く
、
差
入
ら
れ
た
紙
と
筆
で
天
誅
組
の
行

軍
記
録
「
南な

ん
ざ
ん
と
う

山
踏
雲う

ん
ろ
く録
」
を
書
き
上
げ
ま

す
。
そ
の
後
、
京
都
の
六
角
獄
舎
に
送
ら

れ
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
2
月
16
日

「
蛤

は
ま
ぐ
り

御ご
も
ん門
の
変
」
が
起
こ
っ
た
日
に
処
刑

さ
れ
ま
し
た
。

　

生
き
残
っ
た
北
畠
治
房
は
、
明
治
時
代

に
大お

お
く
ま隈
重し

げ
の
ぶ信
の
側
近
と
し
て
立
憲
改
進
党

の
結
党
に
参
画
し
、
大だ

い
し
ん
い
ん

審
院
判
事
を
つ
と

め
、
男だ

ん
し
ゃ
く爵
と
な
り
政
界
で
活
躍
し
ま
す
。

　
「
晩
翠
堂
」
で
学
ぶ
人
び
と
の
姿
を
目

の
あ
た
り
に
し
た
今
村
勤
三
は
、
そ
の
志

を
受
継
い
で
、
奈
良
県
の
再
設
置
や
県
内

産
業
の
振
興
に
尽
力
し
、
北
畠
と
は
明
治

時
代
以
降
も
長
く
交
流
を
続
け
ま
し
た
。

　
「
天
誅
組
の
変
」
に
よ
り
文
吾
の
「
知

の
系
譜
」
は
途
絶
え
た
か
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
新
し
い
時
代
へ
と
し
っ
か
り
と
引

き
継
が
れ
て
い
た
の
で
す
。

「晩翠堂」が開かれた旧今村邸
（現在の安堵町歴史民俗資料館）

　平成３０年（２０１８年）は、明
治元年（１８６８年）から起算して
ちょうど１５０年になります。
　明治維新から１５０年、安堵町
の「知の系譜」の原点・今

いま

村
むら

文
ぶん

吾
ご

が開設した「晩
ばん

翠
すい

堂
どう

」。その「晩翠堂」
が大きく影響を与えた「天

てん

誅
ちゅう

組
ぐみ

の
変」についてご紹介します。
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お
し
ら
せ

　

平
成
30
年
３
月
30
日
付
け
で
、
本
町
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

松ま
つ

井い　

睦む
つ

美み　

氏（
東
安
堵
）

　

８
月
３
日
任
期
満
了
に
伴
う
安
堵
町
長

選
挙
の
日
程
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。

○
告
示
日　

７
月
10
日（
火
）

○
投
・
開
票
日　

７
月
15
日（
日
）

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
７
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

○
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必

ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

当
日
、
立
候
補
届
出
関
係
書
類
等
を
配

布
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
18
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

役
場
３
階
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ

　

安
堵
町
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

　

☎
５
７-

１
５
１
１（
代
）

安
堵
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
再
任
の
お
知
ら
せ

安
堵
町
長
選
挙
に
つ
い
て

天気 約
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お
し
ら
せ

　
「
メ
イ
ン
と
な
る
案
山
子
」
が
４
月
26

日
に
完
成
し
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
、
広
報

6
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）ま
た
、
オ

ブ
ジ
ェ
『
案
山
子
』制
作
展
示
実
行
委
員

の
み
な
さ
ん
を
中
心
に
、
各
種
団
体
・
住

民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
町

内
に
約
２
０
０
体
の
案
山
子
が
誕
生
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
材
料
と
な
る
衣
類（
特

に
靴
な
ど
の
履
物
）が
不
足
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
材
料
例
】

衣
類（
大
人
、
子
ど
も
）・
履
物（
大
人
、

子
ど
も
）・
帽
子
・
ベ
ル
ト
・
タ
オ
ル
・

布
類
・
木
材
・
針
金（
針
金
ハ
ン
ガ
ー
）・

ス
ポ
ー
ツ
用
品
等

【
注
意
事
項
】

※ 

材
料
は
農
政
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
材
料
を
持
参
で
き
な
い
場
合
は
、

近
隣
に
限
り
職
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

材
料
の
状
態
、
種
類
に
よ
っ
て
は
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

 

オ
ブ
ジ
ェ
「
案
山
子
」制
作
展
示
実
行

　

委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　

☎
５
７
‐
１
５
１
１（
代
）

　

音
楽
な
ど
を
お
昼
の
ひ
と
と
き
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
、
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

と　

き　

５
月
22
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
〜　

約
25
分
間

と
こ
ろ　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

出　

演　

尺
八
３
人
衆
と
筝こ
と

　
　
　

曲　

名

　

○
桜
舞
曲

　

○
山
の
朝 

他　

数
曲

お
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課

　

☎
５
７-

１
５
１
１（
代
）

「
メ
イ
ン
と
な
る
案
山
子
」

が
完
成
し
ま
し
た
！

案
山
子
に
よ
る
町
お
こ
し

活
動
へ
の
寄
附
を
受
け
ま
し
た

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す

４月開催の様子

　

４
月
12
日（
木
）に
中
田
秀
建
設
株
式

会
社
及
び
吉
村
建
設
株
式
会
社
か
ら
、
住

民
の
案
山
子
に
よ
る
町
お
こ
し
活
動
に
深

い
ご
理
解
を
示
さ
れ
た
上
、
多
額
の
寄
附

を
賜
り
ま
し
た
。

左から（森中会長、平山顧問、西本町長、吉村建設 (株 )、中田秀建設 (株 )、北田
副町長）

　

６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。

◇
平
成
30
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

《
世
界
人
権
宣
言
70
周
年
》

　

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

〜　

考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合

う
心　

〜

◇
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

　

安
堵
町
実
施
日
と
場
所

　

と　

き　

６
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

　

と
こ
ろ　

役
場
３
階
33
会
議
室

※
法
務
局
常
設
相
談
所
の
全
国
統
一

　

電
話
番
号《
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
》

　

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
全
国
一

斉
特
設
人
権
相
談
の
お
知
ら
せ

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
案
山
子
に
よ

る
町
お
こ
し
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

多
額
の
寄
附
を
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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お
し
ら
せ

お問い合わせ　コープあったか便移動店舗
　　　　　　　コープ学園前　　☎0742-51-2900
　　　　　　　総合政策課　　　☎57-1511（代）

日曜日の便を増加しました！
　コープあったか便移動店舗は、2015年 5
月より安堵町の運行を始め、2016年 5月よ
り『ほっと安堵朝市』にも出店。現在は週2
回（水・日曜日）の運行をしています。
　生鮮食料品等を中心に、日常生活において
使用頻度の高い生活必需品約600品目を品揃
えしています。
是非、お立ち寄りください。

安堵町 運行表

曜日 順 停留所 販売時間

水曜日

1 岡崎東口橋西側 午前10時～10時 25分

2 かしの木台公園西側 午前10時30分～10時 55分

3 中窪田自治会館前 午前11時～11時 25分

4 上窪田天神神社北側駐車場 午前11時30分～11時 55分

5 笠目公民館前 午後2時30分～2時55分

6 柿の里公園南側 午後3時～3時25分

7 西安堵精米機横駐車場 午後3時30分～3時55分

8 東安堵旧役場前駐車場 午後4時～4時25分

9 ひびき駐車場 午後4時30分～4時40分

日曜日

1 安堵中学南側　ほっと安堵朝市 午前 9時～10時

2 かしの木台公園西側 午前10時～10時 40分

3 若草の里西公園西側 午前11時～11時 25分

4 柿の里西側川沿い１本東側 午前11時30分～11時 55分

5 笠目公民館前 午後0時15分～0時45分

6 小泉苑公民館前 午後1時～1時30分

安堵町　買物支援
コープあったか便移動店舗

運行中

西安堵の様子
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お
し
ら
せ

国民健康保険（国保）は、
『平成３０年度から市町村ごとの運営から

県域での運営』に変わりました
　国民健康保険（国保）は、病気やけがをしたときに、安心して医療機関を受診できるように、加入者の
みなさんが保険料（税）を出し合い、助け合う、市町村が運営する医療保険制度です。
　この国保制度が、平成３０年４月から、奈良県も市町村とともに運営に加わり、市町村単位から県単位の
運営に拡大されました。
　奈良県が国保の運営主体となることで、安定的な国保運営や効率的な事業確保によって、国保制度の安定
化が図られます。

○都道府県と市町村の役割

○平成３０年度からの主な変更点
　・ 平成３０年度の更新から、新しい被保険者証等には、居住地の都道府県名が表記されています。
　・ 広域化により、平成３０年度から、同一都道府県内での他の市町村に引っ越した場合でも、引っ越し前
と同じ世帯であることが認められるときは、高額療養費の上限額支払回数のカウントが通算され、経済
的な負担が軽減されます。

　・ 国保の資格や国保料（税）の賦課・徴収の窓口は、引き続き居住地の市町村です。

都道府県の主な役割 市町村の主な役割

財政運営

財政運営の責任主体

・ 市町村ごとの国保事業納付金を決定

・ 財政安定化基金の設置・運営

国保事業納付金を都道府県に納付

資格管理
国保運営方針に基づき、事務の効率化・

広域化を推進
資格の管理（被保険者証等の発行）

国民健康保険料（税）

の決定、賦課・徴収

市町村ごとの標準保険料率を算定・

公表

・ 標準保険料率を参考に国民健康保険

料（税）率の決定

・ 国民健康保険料（税）の賦課・徴収

保険給付

・ 保険給付に必要な費用全額を市町村

に支払

・ 市町村が行った保険給付の点検

保険給付の決定、支給

保健事業 市町村に対して必要な助言・支援 保健事業の実施
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平成30年度から国民健康保険税の
税率・賦課限度額を改正します

お問い合わせ　　住民課　　☎５７－１５１１（代）

　国民健康保険税率は、これまで市町村単位で決定していましたが、平成３０年度からは、奈良県と協議の
上、決定することになりました。
　また、『同じ所得・世帯構成であれば、県内どこに住んでも保険料水準が同じ』となる県内統一保険料（平
成３６年度完成予定）を目指して、段階的に改正する必要があります。平成３０年度安堵町国民健康保険税
率を、次のとおり改正します。加入者のみなさんのご理解、ご協力をお願いします。

平成３０年度安堵町国民健康保険税
所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 賦課限度額

算定方法
加入者の前年所
得 から計算した
基準総所得金額
に乗じる税率

加入者の当年度
固定資産税額（土
地・建物）に乗
じる税率

加入者
1人につき

加入世帯
1世帯につき

1世帯あたり
年間最高納付額

基礎分
（医療給付分）

7.6%
（7.0％）

廃止
（24.0％）

23,000円
（21,000円）

21,000円
（23,000円）

580,000円
（540,000円）

後期高齢者
支援金分

2.8%
（2.0％）

廃止
（6.0％）

8,000円
（6,000円）

8,000円
（7,000円）

190,000円
（190,000円）

介護納付金分
（40～64歳の
加入者のみ）

2.5%
（1.0％）

廃止
（5.0％）

10,000円
（6,000円）

廃止
（4,000円）

160,000円
（160,000円）

※表中の下段、カッコ内は、平成２９年度の税率・金額です。
※所得割の基準総所得金額は、総所得金額等から基礎控除３３万円を差し引いた額です。
※平成３６年度の県内統一保険料率の策定を見据えて、資産割と介護納付金分の平等割を廃止します。
※国民健康保険税は、基礎分・後期高齢者支援金分・介護納付金分の税額の合計で計算します。

○税率改正で国保税額はどうなるのか？

計算例　①
　世帯主　Ａさん（４５歳）　営業所得　２００万円 　平成２９年度税額　３００，７００円　　
　　　　　　　　　　　　　固定資産税額　３万円　　　　　　　　　　　

５３，１００円引き上げ　妻　Bさん（４３歳）　所得なし
　子　Cさん（１２歳）　所得なし 　平成３０年度税額　３５３，８００円　　
　子　Dさん（１０歳）　所得なし

⬇

計算例　②
　世帯主　Eさん（７０歳）　雑所得（年金）　１３０万円 　平成２９年度税額　１６３，５００円　　
　　　　　　　　　　　　　固定資産税額　　　３万円　　　　　　　　　

１０，１００円引き上げ　妻　Fさん（６８歳）　所得なし
 　平成３０年度税額　１７３，６００円　　

⬇

計算例　③
　世帯主　Gさん（７０歳）　雑所得（年金）　１３０万円 　平成２９年度税額　２１４，５００円　　
　　　　　　　　　　　　　固定資産税額　　２０万円　　　　　　　　　

４０，９００円引き下げ　妻　Hさん（６８歳）　所得なし
 　平成３０年度税額　１７３，６００円　　

⬇
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人
事
異
動
者
名
簿

 

町
長
事
務
部
局

【
平
成
30
年
４
月
１
日
付
異
動
者
】

課
長
級

　

産
業
建
設
課
長　

堀
川
雅
央

　
　
〔
農
業
委
員
会
併
任
解
除
〕

　

農
政
課
長　

寺
田
充
宏

　
　
〔
農
業
委
員
会
事
務
局
長
併
任
〕

　
　
（
旧
：
産
業
建
設
課
・
主
幹
）

主
幹
級

　

健
康
福
祉
課
主
幹　

髙
永
聡
子

　
　
〔
健
康
福
祉
課
係
長
兼
務
〕

　

産
業
建
設
課
主
幹　

池
田
佳
永

　
　
〔
産
業
建
設
課
係
長
兼
務
〕

　
　
（
旧
：
産
業
建
設
課
・
課
長
補
佐
）

　
　
〔
農
業
委
員
会
併
任
解
除
〕

課
長
補
佐
級

　

総
合
政
策
課
課
長
補
佐　

川
畑
勝
幸

　
　
〔
総
合
政
策
課
係
長
兼
務
〕

　

総
務
課
課
長
補
佐　

 

勝
井　

顯

　
　
〔
総
務
課
係
長
兼
務
〕

　

総
務
課
課
長
補
佐　

 

吉
田
裕
一

　
　
〔
総
務
課
係
長
兼
務
〕

　
　
〔
消
防
主
任
兼
務
〕

　
　
（
旧
：
総
務
課
・
係
長
）

　

税
務
課
課
長
補
佐　

 

井
上
育
久

　
　
〔
税
務
課
係
長
兼
務
〕

　

会
計
室
長　

溝
本
貴
宏

　
　
〔
会
計
管
理
者
職
務
代
理
〕

　
　
（
旧
：
教
育
委
員
会
事
務
部
局
・
係
長
）

　

住
民
課
課
長
補
佐　

 

栗
本
和
美

　
　
〔
住
民
課
係
長
兼
務
〕

　
　
〔
こ
ど
も
園
準
備
室
長
兼
務
〕

　

住
民
課
課
長
補
佐　

増
田
篤
人

　
　
〔
住
民
課
係
長
兼
務
〕

　
　
（
旧
：
住
民
課
・
係
長
）

　

保
育
園
園
長　

 

川
端
三
喜
子

　
　
（
旧
：
保
育
園
・
副
園
長
）

　

保
育
園
副
園
長　

 

中
川　

薫

　
　
〔
こ
ど
も
園
準
備
室
兼
務
〕

　

保
育
園
副
園
長　

丸
川
典
世

　
　
（
旧
：
保
育
園
・
主
査
）

　

健
康
福
祉
課
課
長
補
佐　

藤
岡
征
章

　
　
〔
安
堵
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
派
遣
継
続
〕

　

農
政
課
課
長
補
佐　

竹
田
久
治

　
　
〔
農
政
課
係
長
兼
務
〕

　
　
〔
農
業
委
員
会
併
任
〕

　
　
（
旧
：
産
業
建
設
課
・
係
長
）　  

　

上
下
水
道
課
課
長
補
佐　

廣
瀬
好
郁

　
　
〔
上
下
水
道
課
係
長
兼
務
〕

　
教
育
委
員
会
課
長
事
務
局
へ
出
向　

西
田
淳
二

　
　
（
旧
：
会
計
室
長
）

　
　
〔
会
計
管
理
者
職
務
代
理
解
除
〕

係
長
級

　

総
務
課
付
係
長　

 

吉
田
貴
史

　
　
〔 

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
組
合
派
遣
継
続
〕

　

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
係
長　

塩
野
真
純

　
　
（
旧
：
教
育
委
員
会
事
務
部
局
・
係
長
）

　

議
会
事
務
部
局
へ
出
向

　
　

係
長　

吉
川
明
宏

　
　
〔
監
査
委
員
会
併
任
〕

　
　
（
旧
：
産
業
建
設
課
・
主
査
）

　
　
〔
農
業
委
員
会
併
任
解
除
〕

一　

般

　

総
務
課
主
事　

古
川
和
澄

　
　
（
旧
：
総
合
政
策
課
・
主
事
）

　

税
務
課
主
事　

池
田
明
美

　
　
（
旧
：
教
育
委
員
会
事
務
部
局
・
主
事
）

　

住
民
課
主
事　

成
瀬
ひ
か
る

　
　
（
旧
：
議
会
事
務
部
局
・
書
記
）

　
　
〔
監
査
委
員
会
併
任
解
除
〕

　

保
育
園
保
育
士　

荘
司
真
貴

　
　
（
旧
：
健
康
福
祉
課
・
保
育
士
）

　
　
〔
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
兼
務
解
除
〕

　

健
康
福
祉
課　

保
健
師　

今
村
有
里

　
　
〔
安
堵
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
継
続
〕

　

健
康
福
祉
課　

保
健
師　

阪
本
ゆ
り
の

　
　
〔
安
堵
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
継
続
〕

　

人
権
同
和
対
策
課
主
事　

西
埜
雄
己

　
　
（
旧
：
ふ
れ
あ
い
人
権
セ
ン
タ
ー
・
主
事
）

　

産
業
建
設
課　

主
任　

川
嶋
雄
介

　

  〔
安
堵
町
商
工
会
へ
派
遣
継
続
〕

　

産
業
建
設
課
主
任　

増
田
由
紀
子

　

  〔
農
業
委
員
会
併
任
解
除
〕

　

産
業
建
設
課
主
事　

山
岡
大
輔

　

  〔
農
業
委
員
会
併
任
解
除
〕

　

産
業
建
設
課
主
事　

田
村
寿
樹

　
　
（
旧
：
住
民
課
・
主
事
）

　

農
政
課
主
事　

勝
良　

稔

　
　
〔
農
業
委
員
会
併
任
〕

　
　
（
旧
：
産
業
建
設
課
・
主
事
）

　

教
育
委
員
会
事
務
部
局
へ
出
向

　
　

主
事　

箸
尾
谷
智
恵

　
　
（
旧
：
住
民
課
・
主
事
）

再
任
用

　

総
務
課
参
事　

近
藤
善
敬〈
再
任
用
新
規
〉

　

住
民
課
参
事　

堀
口
善
友〈
再
任
用
新
規
〉

   　
〔
遊
水
池
事
業
特
命
〕

　

税
務
課
主
任　

大
星
義
博〈
再
任
用
継
続
〉

　

税
務
課
主
事　

辰
巳
定
弘〈
再
任
用
継
続
〉

　
　
〔
徴
収
特
命
〕

　

保
育
園
業
務
員　

柿
本
和
子〈
再
任
用
新
規
〉

　

保
育
園
業
務
員　

木
村
登
代〈
再
任
用
新
規
〉

　

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
業
務
員

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
光
男〈
再
任
用
継
続
〉
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派　

遣

　
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
組
合

　
　

係
長　

吉
田
貴
史
（
派
遣
継
続
）

　

安
堵
町
商
工
会

　
　

主
任　

川
嶋
雄
介
（
派
遣
継
続
）

　

安
堵
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

局
長　

藤
岡
征
章
（
派
遣
継
続
）

　
　

保
健
師　

今
村
有
里
（
派
遣
継
続
）

　
　

保
健
師　

阪
本
ゆ
り
の（
派
遣
継
続
）

復　

職

　

健
康
福
祉
課
保
育
士　

荘
司
真
貴

　
　
（
育
児
休
業
か
ら
復
職
）

【
平
成
30
年
４
月
１
日
付
新
規
採
用
４
月

４
日
配
属
】

新
規
採
用

　

主
事　

多
田
千
拡
（
上
下
水
道
課
）

　

主
事　

佐
々
木
彩
夏
（
住
民
課
）

　

主
事　

東
川
雅
則
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　

主
事　

𠮷
岡
実
冬
（
産
業
建
設
課
）

　

主
事　

中
野
雄
介
（
健
康
福
祉
課
）

　

主
事　

岡
崎
省
吾
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

　

主
事　

西
浦
真
紀
（
産
業
建
設
課
）

　

主
事　

横
山
花
林
（
保
育
園
）

　

主
事　

百
々
竜
太
郎
（
総
合
政
策
課
）

【
平
成
30
年
３
月
31
日
付
退
職
者
】

（
定
年
退
職
者
）

　

理
事
〔
総
務
部
門
〕　

近
藤
善
敬

　

理
事
〔
民
生
部
門
〕　

堀
口
善
友

　

保
育
園
業
務
員　

柿
本
和
子

　

保
育
園
業
務
員　

木
村
登
代

（
そ
の
他
退
職
）

　

保
育
園
園
長　

西
谷
敏
惠

 

議
会
事
務
部
局　

【
平
成
30
年
４
月
１
日
付
異
動
者
】

係
長
級

　

事
務
局
書
記　

吉
川
明
宏

　
　
〔
監
査
委
員
事
務
部
局
併
任
〕

　
　
（
町
長
事
務
部
局
か
ら
出
向
）

一　

般

　

書
記　

成
瀬
ひ
か
る

　
　
（
町
長
事
務
部
局
へ
出
向
）

 

教
育
委
員
会
事
務
部
局　

【
平
成
30
年
４
月
１
日
付
異
動
者
】

補
佐
級

　

事
務
局
教
育
主
幹　

西
田
淳
二

　
　
〔
教
育
委
員
会
事
務
局
係
長
兼
務
〕

　
　
（
町
長
事
務
部
局
か
ら
出
向
）

係
長
級

　

係
長　

溝
本
貴
宏

　
　
（
町
長
事
務
部
局
へ
出
向
）

　

係
長　

塩
野
真
純

　
　
（
町
長
事
務
部
局
へ
出
向
）

一　

般

　

主
事　

池
田
明
美

　
　
（
町
長
事
務
部
局
へ
出
向
）

　

事
務
局
主
事　

箸
尾
谷
智
恵

　
　
（
町
長
事
務
部
局
か
ら
出
向
）

　

水
道
事
業
管
理
者
部
局　

【
平
成
30
年
４
月
１
日
付
】

課
長
補
佐
級

　

上
下
水
道
課
課
長
補
佐　

廣
瀬
好
郁

　
　
〔
上
下
水
道
課
係
長
兼
務
〕

　

監
査
委
員
事
務
部
局　

【
平
成
30
年
４
月
１
日
付
異
動
者
】

　

書
記　

吉
川
明
宏

　

書
記
解
除　

成
瀬
ひ
か
る

●
安
堵
小
学
校

【
転
出
】

校
長

　

奥
田　

惟
千
（
三
郷
小
学
校
へ
）

教
頭

　

中
野　

智
哉
（
安
堵
小
学
校
校
長
へ
）

教
諭

　

森
口　

裕
美
（
あ
や
め
池
小
学
校
へ
）

　

杉
村　

須
美
子
（
片
桐
西
小
学
校
へ
）

　

西
山　

英
樹
（
桜
ヶ
丘
小
学
校
へ
）

講
師

　

藤
田　

淳
一
（
辰
市
小
学
校
へ
）

栄
養
職
員

　

丸
野　

香
織
（
三
郷
中
学
校
へ
）

【
転
入
】

校
長

　

中
野　

智
哉（
安
堵
小
学
校
教
頭
よ
り
）

教
頭

　

五
十
嵐　

和
弘（
広
陵
西
小
学
校
よ
り
）

教
諭

　

新
道　

易
功
子
（
大
福
小
学
校
よ
り
）

栄
養
職
員

　

吉
田　

裕
美
（
新
規
）

●
安
堵
中
学
校

【
転
出
】

校
長

　

生
井　

圭
造
（
平
群
中
学
校
へ
）

教
諭

　

利
根　

明
子
（
退
職
）

　

髙
田　

吉
寿
（
郡
山
中
学
校
へ
）

　

堀
之
内　

翠
（
光
明
中
学
校
へ
）

【
転
入
】

校
長

　

井
谷　

憲
（
野
迫
川
中
学
校
よ
り
）

教
諭

　

田
畑　

浩
美
（
大
瀬
中
学
校
よ
り
）

　

安
枝　

裕
二
（
平
群
中
学
校
よ
り
）

　

中
井
川　

圭
太
（
式
下
中
学
校
よ
り
）

平
成
三
十
年
度
の
教
職
員

等
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
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安
堵
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
高
齢

者
を
は
じ
め
と
す
る
通
勤
・
通
学
・
通
院
、

そ
し
て
町
外
か
ら
の
来
訪
の
移
動
手
段
の

確
保
を
目
的
に
、
平
成
24
年
に
町
と
近
鉄

平
端
駅
を
結
ぶ
形
で
運
行
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
27
年
に
は
J
R
法
隆

寺
駅
へ
乗
り
入
れ
る
な
ど
、
利
便
性
の
高

い
運
行
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

初
年
度
８
千
人
余
り
で
始
ま
っ
た
利

用
者
も
平
成
29
年

度
に
は
上
記
の

と
お
り
2.5
倍
以

上
に
増
え
、
の
べ

８
万
３
千
人
を
超

え
、
今
年
度
中
に

10
万
人
を
超
え
る

見
込
み
で
す
。

安
堵
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
は

利用者数
平成29年度 20,584人
平成28年度 19,807人
差 引 777人

利用状況
　

公
共
交
通
の
運
行
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

利
用
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
地
域
の

活
力
の
基
盤
で
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
利
便
性
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

<

回
数
券
販
売
額>

　

１
０
０
円
券（
11
枚
綴
）１
，
０
０
０
円

　
　

５
０
円
券（
11
枚
綴
）　

，
５
０
０
円

　

今
す
ぐ
ご
利
用
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、

利
用
助
成
券
の
交
付
を
受
け
て
お
く
と
便

利
で
す
。

<
交
付
申
請
場
所>

　

役
場
２
階　

総
務
課

<

必
要
な
も
の>

・ 

運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
住
所

や
氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の

・ 

印
鑑

<

対
象
地
域>

保
育
園
南
側
道
路
よ
り
北
部
の
地
域
と

笠
目
地
区

<

助
成
額>

　

１
乗
車
に
つ
き
５
０
０
円

※ 

４
月
よ
り
助
成
券
の
利
用
範
囲
を
拡
大

し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
広
報
４
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課

　

☎
５
７-

１
５
１
１（
代
）

<

販
売
場
所>

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
内
、
役
場
会
計

室
、
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課

<

利
用
で
き
る
IC
カ
ー
ド>

C
I-C
A

、PiTaP
a

、IC
O
C
A

な
ど

地
域
公
共
交
通
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
安
堵
町
お
で
か
け
応
援
券
」、「
安
堵

町
地
域
公
共
交
通
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

券
」の
提
携
タ
ク
シ
ー
会
社
の
名
称
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

【
変
更
前
】

　

株
式
会
社
竜
田
タ
ク
シ
ー

【
変
更
後
】

奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社　

い
か

る
が
営
業
所

※ 

平
成
29
年
度
に
配
布
し
ま
し
た
お
で
か

け
応
援
券
は
、
会
社
名
変
更
後
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
が
、
有
効
期
限
は
平

成
30
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
有
効
期
限
内
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※ 

タ
ク
シ
ー
会
社
の
連
絡
先
に
つ
い
て

は
、
記
載
の
電
話
番
号
で
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

※ 

ご
利
用
は
、
奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー
株
式

会
社　

い
か
る
が
営
業
所
管
内
に
限
り

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
７-

１
５
９
０（
代
）

　

FAX
５
７-

１
５
９
２

提
携
タ
ク
シ
ー
会
社
の

名
称
変
更
に
つ
い
て

○ 平成30年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、平成30年
６月１日時点で実施します。
○ 工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とする政府
の重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。
○ 調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための基礎資料
として利活用されます。
○ 調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用す
ることは絶対にありません。
○調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をお願いします。

　　平成30年工業統計調査を実施します

経済産業省・奈良県・安堵町

工業統計キャラクター・コウちゃん
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◎ 

町
税
は
、
安
堵
町
の
貴
重
な
自
主
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎ 

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
納
期
限
内
の
納
付

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
固
定
資
産
税（
第
１
期
）

◆
軽
自
動
車
税

※ 

金
融
機
関
や
税
務
課
の
窓
口
だ
け
で
な

く
、
額
面
30
万
円
ま
で
な
ら
コ
ン
ビ
ニ

で
も
納
付
で
き
ま
す
。

※ 

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
す
み

や
か
に
金
融
機
関
等
へ
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

納
期
限　

５
月
31
日（
木
）

お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

　

☎
５
７-

１
５
１
１（
代
）

●
自
動
車
税
の
納
期
限
は

　

５
月
31
日（
木
）で
す
。

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者（
割
賦
販
売
な
ど
の
場
合
は
使
用

者
）に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

必
ず
納
期
限（
５
月
31
日（
木
））ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
期
限
を
過
ぎ
る

と
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
滞
納
処
分（
財

産
の
差
し
押
え
等
）の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

金
融
機
関
や
県
税
事
務
所
の
窓
口
だ
け

で
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ペ
イ
ジ
ー
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
も
納
付
が
で
き
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　

　

運
輸
支
局
で
の
住
所
変
更
手
続
き
が
遅

れ
て
い
る
等
の
理
由
に
よ
り
、
自
動
車
税

納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

奈
良
県
自
動
車
税
事
務
所（
自
動
車
税
第

一
課　

☎
０
７
４
３-

５
１-

０
０
８
１
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

住
所
変
更
を
さ
れ
た
方
や
、
県
外
ナ
ン

バ
ー
の
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
運

輸
支
局
で
す
み
や
か
に
変
更
登
録
の
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
金
で
き
れ
い
な

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

奈
良
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

安堵町ふるさと寄附金　平成２９年度運用状況

平成29年度当初
ふるさと基金
保有額（円）

平成29年度
寄附金の額
（円）

運用収益額
（円）

取り崩し額
（円）

平成29年度末
ふるさと基金
保有額（円）

金　額 1,920,884 1,380,000 194 0 3,301,078

備　考 4件 普通預金利子 取崩なし 平成30年度へ繰越

安堵町ふるさと寄附金　平成２９年度寄附者の公表
（寄附順）

寄附者氏名 寄附金額（円） 寄附の目的

野瀬　正雄　様 30,000 文化振興事業

松岡　浩三　様 500,000 その他事業

他２名の方にご寄附いただきました。ありがとうございました。
　ふるさと寄附金返礼品提供事業者を募集しています。
お問い合わせ　　総合政策課　☎５７－１５１１（代）

　４月より、ＴＶでおなじみ
「さとふる」からも申込して

いただけるように
なりました。

　詳しくは、安堵町ＨＰ「ふるさと寄附
金のご案内」をご覧ください。
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生涯学習クラブ紹介
　新しい出会いと楽しい活動を通して、仲間づくりや地域社会の発展に貢献してみませんか。

№ クラブ名 代表者 電話番号 内容紹介 活動日

1 コーラスあんどユー 前川　和代 57‒4717
少人数のクラブですが、先生の優しく丁寧なご指導のもと、仲間と声を合
わせて楽しく歌っています。健康にもいいですよ。シニアの方にも馴染み
のある曲も練習しています。年齢男女は問いません。是非、見学にお越し
ください。

月曜日
（月数回）　

午前10時～
正午

2 高齢者書道クラブ 森田　紀子 57‒2200
書道は日本の伝統文化の一つ。和やかな雰囲気の中で経験豊富な先生の
丁寧な指導を受け「書」の世界を広げて楽しんでいます。書の技術は一度
身に付ければ正に一生ものです。一緒に学んでみませんか大歓迎です。

第２・４　
月曜日

午前10時～
正午

3 陶芸第１クラブＡ 伊藤　洋子 57‒3789
人間国宝富本憲吉の生誕地として、町民に陶芸の文化の伝達と作陶を介
して地域のつながりや親睦を図りつつ、クラブ会員の健康増進になれば
と皆で和気藹藹と楽しい時間を月２回程度で持っています。

第１・３　
木曜日

 午前9時～
正午

4 陶芸第１クラブＢ 胡内　政子 57‒3407
文化の薫る町として、陶芸家富本憲吉の偉大なる功績を汚すことなく、作
陶の技術の向上と会員相互の親睦を図り、また地域の発展に貢献するこ
とを目的とした、楽しいクラブです。

第１・３　
木曜日

午後1時～
5時

5 陶芸第２クラブＡ 高橋　忠夫 57‒3452
ファミリー的な雰囲気の中で楽しく個性豊かな陶器づくりに励んでいま
す。世界に一つしかない"ものづくり″を楽しみませんか。ご入会をお待ち
しています。

第２　　 
木曜日

午前9時～
正午

6 陶芸第２クラブＢ 平山　政子 57‒4521
なごやかな雰囲気の中で初心者からベテランまで思い思いの個性ある作
品を一生の宝物にしたいと楽しんでしています。一度遊びに来てくださ
い。

第２　   
木曜日

午後1時～
5時

7 アートフラワー教室 溝脇　淳代 57‒2605
アートフラワーとは、花弁や葉、茎などそれぞれの部分にふさわしい布を
選び、型紙に合わせてカット、染色をして組み立てていきます。小人数の
アットホームな雰囲気で楽しく学んでいただけます。

第３　 　
木曜日

午前9時30分
～正午

8 陶芸第３クラブＡ 荒木　敏子 57‒4530 陶芸の大好きな人達の集まりで、個性的な作品創作に励みながら、会員の
親睦を深め、作品を楽しんで作っています。

第１・３　
金曜日

午前9時～
正午

9 陶芸第３クラブＢ 岡本　笑美子 57‒3896 私たちのクラブは作品を通して、交流を深め、月２回の活動をしていま
す。興味のある方は気軽に連絡してください。

第１・３　
金曜日

午後1時～
5時

10 パッチワークはなみずき 西川　千恵子 57‒3157 パッチワークを通じて技術の向上と交流をする事を目的とします。たく
さんの方の参加をお待ちします。

第２　　　
金曜日

午前9時30分
～正午

11 パッチワーク直子会 吉田　敏子 57‒3867
毎月１回、第２金曜日に、午後１時～３時３０分まで、山本直子先生のご
指導により、仲間と共にパッチワークを楽しんでいます。是非、私達と一
緒に始めませんか。自分の作品を持って出かけましょう。

第２　　　
金曜日

午後1時～
4時

12 生け花クラブ 田倉　君代 57‒3324 生け花を通して会員の親睦をはかっています。花のある生活を楽しみま
せんか。一度見学に来てください。

第１　 　
土曜日

午前9時～
正午

13 手話サークル　栞の会 髙木　久仁子 56‒8662 もうひとつの言語として「手話｣を学び、世界を広げてみませんか。音声に
頼らないコミュニケーションで新しい自分を発見できます。

 土曜日
（毎月２回）

午後2時～
4時

14 陶芸土曜クラブ（Ａ） 黒谷　章子 090-1156-
0719

粘土いじりが好きな気楽な仲間と、自分らしさのある食器、花器等の陶器
を作っているクラブです。あなたも陶芸を始めませんか。未経験の方大歓
迎。毎月第２・４土曜日に見学、無料体験においでください。

第２・４
土曜日

午前9時～
正午

15 陶芸土曜クラブ（Ｂ） 生田　勝昭 57‒3560
粘土いじりが好きな気楽な仲間と、自分らしさのある食器、花器等の陶器
を作っているクラブです。あなたも陶芸を始めませんか？未経験の方大
歓迎。毎月第２・４土曜日に見学、無料体験においでください。

第２・４　
土曜日

午後1時～
5時

16 安堵囲碁クラブ 柴田　秀毅 57‒4766
春・秋季リーグ戦、新春・年度末大会など豊富な企画で囲碁を楽しみなが
ら棋力向上を図っています。週末の午後は、生涯の友囲碁三昧で過ごしま
せんか。隣近所の方々を誘っての問い合わせをお待ちしています。

毎　週　
土曜日

午後1時～
5時

17 安堵写友会 谷野　益宏 57‒2479
カメラを手にする事により、多彩な自然の営みと、四季の表情や変化、野
生動物・昆虫達の生きるためのサバイバル！自然の中に形成された一瞬
のステージを追うカメラ愛好クラブです。ご一緒に楽しみませんか。

第２　 　
日曜日

午後1時～
5時

18 安堵和太鼓クラブ　楽 辻本　多栄子 57‒4672 太鼓の演奏を楽しく練習しています。みんなでやると、とっても楽しいで
すよ。

第２　   
土曜日

午後1時～
5時

19 オルチャン　モムチャン 勝井　珠三子 57‒2381 歌やドラマ、はやり言葉などを用いて、楽しく韓国語（中級程度）を学んで
います。

第２・４　
水曜日

午後2時～
4時

20 安堵町你好（ニイハオ）倶楽部（Ａ） 樫本　多美子 57‒2732
上海出身の先生が分かりやすく教えてくれます。宿題もありますがやっ
ていなくてもおとがめはありません。余談も交えて楽しく勉強していま
す。お試し受講も歓迎です。

隔　週　
火曜日

午前9時～
正午

21 安堵町你好（ニイハオ）倶楽部（Ｂ） 岡　橿夫 57‒4122
上海出身の先生が分かりやすく教えてくれます。宿題もありますがやっ
ていなくてもおとがめはありません。余談も交えて楽しく勉強していま
す。お試し受講も歓迎です。

隔　週　
火曜日

午前9時～
正午

22 おどり教室 西川　キヨミ 57‒2119
現在、福祉保健センターで月2回、中島先生のご指導のもと、民謡、演歌、盆
踊り等々、年齢を忘れて楽しい時間を過ごしています。見学がてら遊びに
きてください。お待ちしています。

第２・４　
水曜日

午前10時～
正午

23 安堵町吟風俳句会 西川　孝子 57‒3365
俳句は日記のようなもので、十人十色といって個性があります。句の真意
を共有できたときの喜びは格別です。認知症予防にもなります。お気軽に
句会を覗いてみてください。俳句を始めましょう。

第４　　
金曜日

午後1時30分
～4時

※内容の詳細については、各クラブの代表者の方に直接お問い合わせください。
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申し込み締め切り　５月１５日（火）まで
お問い合わせ・申し込み　健康福祉課（福祉保健センター内）　
　　　　　　　　　　　　☎ ５７－１５９０（代）　FAX５７－１５９２
　　　　　　　　　　　　メール　sukoyaka@town.ando.lg.jp
支えるのお問い合わせ　　社会福祉協議会　☎５７－２５２３　FAX５７－５０２２

☆ところ　福祉保健センター
☆ 修了後、食生活改善推進協議会、運動普及ボランティア、Be-輪（子育てボランティア）、安堵よりそい隊（高齢者のお困りご
との手助け）のいずれかの団体に所属して活動していただけます。
☆託児があります。（料金１回　１００円）

　ボランティア　　きっかけ講座　

体験講座①
５月２４日（木）
午後１時～４時

３歳６か月児健康診査
・ 適塩みそ汁と手作りおやつ
の提供
・みそ汁の塩分濃度測定

体験講座②
５月２９日（火）
午前９時３０分
～午後１時３０分
会員研修
（生活習慣病予防講話・調理実
習）材料費３００円

基礎講座
６月７日（木）
午前９時３０分～午後２時

あらためて知る 食べる意味
〈管理栄養士
　　　　　服部 直美氏〉

⬇

基礎講座
６月４日（月）
午後１時３０分～３時

あらためて知る
　　　からだを動かす魅力
〈健康運動指導士
　　　　　三輪 昌広氏〉

体験講座①
６月８日（金）午前（かしの木台）
　１４日（木）午後（小泉苑）
　１５日（金）午前（笠目）
 のうち１日
地域サロン

体験講座②
６月３日（日）
午前９時～午後２時
７月8日（日）
午前９時～１１時のうち１日
安堵健康ウォーキング
保険代３００円

⬇

基礎講座
５月２１日（月）　
午前９時３０分～正午

あらためて知る
　　　子育ての奥深さ
〈元教員　上村　勇一郎氏　
　安堵保育園 保育士
　図書室職員　山田 明美氏〉

体験講座①
５月２８日（月）
　　２９日（火）
 のうち１日
午前　　９時３０分～
　　　１１時３０分
安堵保育園にて保育体験

体験講座②
６月６日（水）
午前１０時～正午

妊産ママのボディケア＆
カフェでの託児

⬇

基礎講座
５月１８日（金）
午後１時３０分～３時

　　　　　　　　
あらためて知る『支え合う』
〈奈良市ボランティアセンター
　　　　　越智 則行氏〉

体験講座①
５月２５日（金）
午後１時３０分～３時

認知症サポーター養成講座

体験講座②
５月３０日（水）
午後１０時～１１時３０分

いきいき百歳体操（小泉苑）

⬇

コースを選んで受講
複数選択もOK！

全員
参加

７月２日（月）
午前９時３０分～正午

もしものときに役立つ　救急法
　〈日本赤十字社奈良県支部　松本 淳子氏・安堵町赤十字奉仕団〉
　教材費 １００円

７月１２日（木）
午前９時３０分～正午

ボランティア活動を通してつながろう！
～ゲートキーパーの視点をもったコミュニケーションのポイント～
　＜ハートランドしぎさん　看護部　大谷 須美子氏＞

全員
参加

と　き 内　容〈講師〉
５月１６日（水）
午前９時３０分～１１時３０分

ボランティアってこんなに楽しい
〈奈良県社会福祉協議会　石川 美也子氏〉

食べる 動く 見守る 支える


